











氏名・(本籍) 一 F宅- 正 治
学位の種類 医 字 博 土
学位記番号 第 330 9 子Eコ玉
学位授与の日付 昭和 50 年 3 月 25 日
学位授与の要件 医学研究科生理系





























2) in vivo における蛋白質のメチル化
(メチルー 14C )メチオニンをマウスに注射し，各組織蛋白質のメチオニンとメチルアミノ酸残基と
を分別し，蛋白質合成とメチル化との関係をしらべた。その結果(1)メチル化されるアミノ酸残基の種






















(1) in vitro で蛋白質のメチル化を研究し，メチル化酵素および基質蛋白質の多様性を証明したO
(2) 蛋白質は生体内で，生合成直後にメチル化を受けたのち，細胞構成成分として組こまれるこ
とを支持する知見を得た。
(3) メチル化は非可逆的反応で，メチル化蛋白質は分解されるまで脱メチル化をうけない。
メチル化は蛋白質が本来生体内で機能を発揮する形に変わるためのプロセスで，蛋白質合成
の第 2 段階と考えられる。
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論文の審査結果の要旨
多くの蛋白質は生体内で生化学的修飾を受けて，機能を発揮することができる。メチル化は蛋白質
のリシン，アルギニンおよびヒスチジン残基に起こる蛋白質の修飾の 1 つであり，生体内の蛋白質の
大半がメチル化されて存在する。メチル化は蛋白質を研究する際，極めて重要で、あるにもかかわらず，
その機序や意義についてはほとんどわかっていない。
著者は，従来から蛋白質のメチル化を酵素学的方法で研究してきた於今回蛋白質のメチル化を in
vivo で観察する新たな方法を考案し，蛋白質生合成および分解とメチル化との関係について研究した。
著者の得た重要な所見は，蛋白質は生合成直後にメチル化を受けることを 2 つの実験から明確にした
こと，さらにメチル化された蛋白質は，それが分解されるまで脱メチル化されないことを証明したこ
とである。これらは蛋白質のメチル化の機構の研究にとって，基本的に重要な知見を提供したものと
して高く評価される。著者の開発した方法もまた今後メチル化の研究に広く応用されるものとして評
価に{直する。
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